	単位操作-105
	運転中のオイルバーナーの消火

(加熱炉)
	作成
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	ポイント

	
	 (1) 常時燃焼のパイロットについては、パイロットバーナーの元バルブを開けておく。パイロットバーナーの燃焼を確認すること。

 (3) メインバーナー減少時は、局部加熱をしないようにバランスを取って消火する。

 (10) オイルバーナー抜出の場合は保護面着用のこと。

 (14)排ガスＯ2 調整は定常状態になってから行う。

	


⑤














(5)





消火を確認する
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パイロットバーナーの元バルブを閉め、消火確認する





点火棒を消火する
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⑤バルブを微開にする
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エアーレジスターを閉める






































オイルバーナー


   抜出さない場合





オイルバーナー


   抜出しの場合





パイロットなし





パイロットあり





炉内の空気量を調整する
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圧力が下がったことを確認する
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④バルブを閉める
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②③④⑤バルブを全て閉める
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⑤バルブを開けパージする
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①バルブを閉める
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バーナー前方へ点火棒を挿入する
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オイルバーナーを抜出す
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パイロットバーナーの点火確認



























































